
核兵器は一旦使用されれば、取返しのつかない甚大な

被害を人間や環境に与えます。それは戦争での使用だけ

でなく、核兵器が存在する限り、誤って使われたり、テロな

どに使われたりする危険性があります。

核兵器禁止条約は、核兵器を「非人道兵器」として、そ

の開発、保有、使用あるいは使用の威嚇を含むあらゆる

活動を例外なく禁止した国際条約です。

2020(令和2)年10月24日、発効に必要な50か国・

地域の批准に達し、2021(令和3)年1月22日に条約

は発効し、国際法として効力を持つことになりました。

しかし、ここがゴールではありません。生まれて間もないこ

の条約に多くの国が参加し、条約の具体的な内容につい

ての議論を進め、世界みんなの共通のルールとして確立し

ていくことが重要です。

そしてその出発点となったのが、2022(令和4)年6月

にオーストリア・ウィーン市で開催された第1回締約国会

議です。この会議では、核兵器のない世界の実現を国際

社会に呼びかけるウィーン宣言と、条約の履行に向けた具

体的な取組みを盛り込んだ行動計画が採択されました。

核兵器を違法 と す る

国際条約が動き出しました
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1945(昭和20)年8月、広島と長崎に落とされた２発の原爆は、大切

な家族や友達の命を無差別に奪い去り、生き残った人たちのその後の人生

をも無残に狂わせました。

被爆者は、二度と核兵器による惨禍を繰り返してはならないと、身を削る

思いをしながら、自らの体験を証言する活動を続けてきました。

そして、この小さな流れがやがて世界を巻き込んだ大きなうねりを生み、

2017(平成29)年７月、122か国の賛成を得て、「核兵器禁止条約」

が国連で採択されたのです。

核兵器禁止条約の誕生の源は

被爆者の訴えです
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平和行進に参加する被爆者

被爆者達が条約採択の瞬間を喜びしました

みなもと

国際会議で核兵器廃絶を訴える被爆者



条約の前文には被爆者の苦しみと被

害を深く心に留めるとしています。

被爆者の「世界中の誰にも二度とこの

経験をさせてはならない」という願いと、

長年積み重ねた努力が国際社会にしっ

かりと受け止められました。

条約成立から約３年を経て、発効し

ましたが、発効しても核兵器がすぐにな

くなるわけではありません。

被爆者が「希望の光」として、今を、そ

して未来に生きる私たちのために求めて

きた、この条約が発効した今こそ、この

条約のことを知り、核兵器をめぐる世界

の現状に目を向けてみませんか？

そして、考えてみてください。

あなたの住む地球に、

核兵器は必要ですか？

条約が発効するまで（概要）

国際司法裁判所で核兵器使用の違法

性を審理

国際司法裁判所は、「核兵器の使用は

国際法に一般的に違反する」と結論づけ

た一方で、「国家の存続が危機にあるよ

うな自衛の極限状況においては判断で

きない」とあいまいさも残した。

ＩＣＡＮ(核兵器廃絶国際キャンペー

ン)発足

国際赤十字委員会総裁が核兵器の非

人道性に基づきその法的禁止の必要性

と廃絶を訴える

2010核不拡散条約（ＮＰＴ）再検

討会議開催

核軍縮のための行動計画に「すべての

国が常に国際人道法を含むすべての国

際法を順守する必要性を再確認する」と

の文言を盛り込んだ

平和首長会議が核兵器禁止条約制定

に関する署名開始

国際赤十字・赤新月運動代表者会議

で、核兵器の非人道性を踏まえた核兵

器廃絶を決議

第1回ノルウェー、第2回メキシコ、第3

回オーストリアで「核兵器の非人道性に

関する国際会議」が開催され、多くの代

表団は、核兵器を禁止する新たな法的

文書の交渉への支持を表明した。

2015核不拡散条約（ＮＰＴ）再検

討会議開催

核軍縮に関する国連作業部会を設置す

ることを勧告

核軍縮に関する国連作業部会開催

2017年に条約の交渉会議の開始を勧

告する報告書を国連総会に提出

核兵器禁止条約を求める「ヒバクシャ国

際署名」開始

第71回国連総会

条約の制定交渉会議を2017年に開

始することを求める決議文を採択

条約の制定交渉会議が始まる

条約の制定交渉会議で「核兵器禁止

条約」が賛成多数で採択

国連本部で条約の署名開始

ＩＣＡＮがノーベル平和賞受賞

核兵器禁止条約批准国50か国達成

核兵器禁止条約発効

第1回締約国会議開催

1995（平成7）年11月

1996（平成8）年7月

2007（平成19）年

2010（平成22）年4月

2010（平成22）年5月

2010（平成22）年12月

2011（平成23）年11月

2013（平成25）年3月、
2014（平成26）年2月、
12月

2015（平成27）年4月

2016（平成28）年
2月、5月、8月

2016（平成28）年4月

2016（平成28）年12月

2017（平成29）年3月

2017（平成29）年7月

2017（平成29）年9月

2017（平成29）年12月

2020（令和2）年10月

2021（令和3）年1月

2022（令和4）年6月
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▲被爆者の故谷口稜曄さんが国連軍縮会議で
核兵器廃絶を訴えました






